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自分の見たい方角を下にして、その方角の空を見てみよう。

　～この星空が見えるのは～

　７月　５日　午後９時ころ

　７月２０日　午後８時ころ

　８月　５日　午後７時ころ
じょうげん

しんげつ

か げん

まんげつ

 　

　 ～月のようす～

　７月　５日満月

　７月１３日下弦

　７月２１日新月

　７月２７日上弦

北極星の見つけ方
ほっきょくせい

北斗七星
ほくとしちせい

５倍

( 天の赤道 )
( 黄

道
)

うみへび座

北極星

こぐま座
おおぐま座

デネボラ

レグルス

しし座

りゅう座

りょうけん座

スピカ

おとめ座

からす座

アークトゥルス

うしかい座

てんびん座

かんむり座

へび座 ( 頭 )

アンタレス

さそり座

へびつかい座

ヘルクレス座

Ｍ１３ Ｍ３

いて座

へび座 ( 尾 )

こと座

ベガ

わし座

アルタイル

はくちょう座

デネブ

ケフェウス座

カシオペヤ座

うみへび座

北斗七星

木星

土星

しょうぎ

へびつかい座

　暗い星をつなぐと将棋の駒のような形を作ることができる星座

です。頭のところにある星は、ラスアルハゲという２等星で、へ

びつかいの頭という意味です。ヘビの部分は別の星座（へび座）

になっています。
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　赤い１等星アンタレスが目印です。釣り針のような形に星が並

んでいるので、日本では「魚釣り星」や「鯛釣り星」と呼ばれま

した。なお街明かりなどのため下半分は見えにくいことがありま

す。アンタレスは、とても大きな星で太陽の約７００倍もありま

す。
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　夏の星空で一番明るい恒星のベガが目印です。ベガは七夕のお

りひめ星です。ベガの東側には望遠鏡で見ると４つに見える「ダ

ブル･ダブルスター」という四重星があります。また、この星座

にはドーナツのような形をした星雲（リング状星雲）があります。
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　七夕のひこ星であるアルタイルが目印です。アルタイルとは

「飛ぶワシ」という意味で、２つの星がアルタイルを挟んで一直

線に等間隔でならんでおり、この３つの星のならびを飛んでいる

ワシに見たてたそうです。
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　重さを量る天びんの形を表した星座です。おとめ座とさ

そり座の間にありますが、暗い星ばかりなので目立ちませ

ん。黄道十二星座の１つで、ギリシャ神話では、正義の女

神アストライアの天びんだとされています。
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　いて座の東側に木星と土星が並んでいます(左星図)。７月１４日に木

星が－２.８等、２１日には土星が０.２等と大変明るく輝きます。望

遠鏡で見ると、木星のしま模様やガリレオ

衛星、また土星の美しい環の姿を楽しむこ

とができるでしょう。
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木星と土星がこれから見ごろ

「金星」 最大光度で輝く!!
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７月１０日午前３時ごろ
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　日の出前の東の空、金星が明けの

明星としておうし座で輝いています。

１０日には、－４.５等と最も明るく

なります。これは、１等星の１００

倍以上の明るさです。
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　                 天の川をへだてて離ればなれになった織姫と彦星が、

             １年に１度、７月７日に会うことができるという七夕

　　　　　　 伝説。二人はどのようにして会うのでしょう。日本で

は、「月の舟」に乗って会いに行くという伝説があります。

　今年の７月７日の月は、満月に近い形(写真上)で舟の形

には見えません。けれども昔の暦は月の満ち欠けに関係し

ていたので、７月７日は毎年半月(上弦の月　写真下)とな

り、横から見ると舟を連想させる形となります。今年、昔

の暦の７月７日にあたる日は８月２５日。月の形にも注目

してみましょう。

       七夕伝説と「月の舟」
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１　北の空で、北斗七星から北極星を見つけます。

２　北斗七星の柄のカーブを伸ばし、うしかい座のアークトゥルス、おと

  め座のスピカと続く「春の大曲線」を見つけます。

３　アークトゥルス、スピカ、しし座のデネボラでつくる「春の大三角」

  を見つけます。

４　東の空に、青白くてとても明るい、こと座のベガを見つけます。それ

  を手がかりとして、「夏の大三角」を見つけます。

５　南の空に、赤くて明るい１等星のアンタレスを見つけて、そこから釣

  り針の形をしたさそり座を見つけます。
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